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　　　　　幼児の言語発達に関する研究

一言語発達ズク．リ月ニンザテストの有効性年づいての検討一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ㌧

研究第5部．・望月 』武子倶・丸尾つあき子

1．目　的

終ド錦幼励語購スクリー評グテス・ト作成
に関する研究（肖本総合愛育薪究所紀妻第痴集）におい

て，ズクリ ．一ニシグテズトの内容を報告した。

　テストの信頼性に？いて嫡折番法、（信頼係数．81～

．94）再テスト法（．60～，88）により十分に高い僧頼度

が得られでおり，．妥当悔紀開しては同時に施行した勲幼

児精神発達検査の精神年齢との問に，正常発達犀につい

では．66～．78，言藷発達遅滞児め場合臥78㌣呪84の相関

蟄卑疹らわて妥当性が確認さ爽ている。嘆た些冒開挙達

遅滞児のスクリ｝ニソグについても十分『な弁別力をもつ

ヒとが閉らかになっている。

』以上ぽr〕子どもの発達過程に欝けうあ為一時点の肇達

状態についての判定であるが，すで洋多 く1㊨研究成果が

示して．隔る ようにp言語発達は環境要因の影、響が大ぎ

く｝個人差も大きいので物．発達リリ：ぢ春舜垣常的なもの

：とは考えにく㌧》。個人的に発達変化を券た場合，勘為時

点では急速な進歩を示レたり』．。凄為時廊で嫁その変佑牟

漸進的になる こ とによく、繹験する；とであ為。．・レた潜っ

て，ある時点で言語発達に遅塾疹認め疹れ∫ も》ぞ紅挙

二より以後Q発達り遅れを断定するこ1とを零困難で多ろ二うと

予想され翫しかし，、舗発達り障害に？ヤ・てそ備導

的対嘩考騒場合・購騨害を来たす焼れの顔

解鞍鱒碑け欄醗恥帳恥奉肺幽ら
ない乙また1阜期に援助φ必要匪4）ある子どもが選別か

ら洩れて1はスクリr 昌ソグテ不トとしての妥当性にかか

わ為問遅1であるρ，

　ごれらの問題点をふまえて，今回は欝語発達スクリー

ニシグテストで選別され準子ξもに？ヤ・∫，言語肇津が

その時点だけでなくその後に沿いても持続的な遅れを示

｝す3も』のカ≦，髄を確認するとともに，、懸的に書語発達

の陣害を呈する子どもをスク．りゃ二γグできているかな

しどについて吟味し∫』言語発達ズぞリー畠rマブテ1不ニトの有

．効性を検討し1よう1とし丸6：

互L』方 法

　11対象
　母子愛育会総合母子．保健セソター既保健指瀞部に来部

した．1歳す か月以上1歳10か月までの子ども全員を対象

♪（1歳11か月以上噂實語発達の遅れを訴えたもφ53名を

含む）に竃語発達スク旦P 昌￥ グテストを施行し，1発達

状態を判定した。調査数は衷・1の通りである。

表1　対象児

年齢段階 男 女 計

言＝5ん・逸7ユ＝8ん11・非d

雌～

375　』

88　

』34

呂β7．一7タ1・19

　』即1、参り2・　　　53

』」 愉o・・ ’≦97 1　　　460 957

（1 rゴ1覧 ．■
甘 一』r

r　r 1．　』 　r』一　　 　7』乙ぼ

一翌二：方法鶏一．二，ゲ 『．、　　　　　　　や　、』
、一．“

ヤ1保舞揖導に辛部レ茜除吋・．該当卑φ母舞嗜置語発津多

クリー昌ソ・姥船 確牌獅．記納撰碑味
判匙趨．澤別の華準はすで曝し整ク＝砦吊、》嘩

準点年華戸い蚕平均値力、ら 1原準偏筆澤励下の華準点

輝凪乳』理鮪郷の鱗のげ禰’咳即で酵
・鯨に達隣い子ど黛輝鱗の対象児と、ヤ恥．騨

嫉辮塵つ～・℃ゆ聯に対甲常鰍醐やテど

もへ確ゆ鋤部嫡解岬聞彌醗琳齢
確認しジその発達が基準点を上まわおまで経過を導跡し　　、

たo

　雲た，昭和55年11月以降・1歳6か月・2歳6か月塀

全員に行づている精神発達のチ呂ジク及ぴ心理相談の判

定結果と言語発達ス．ク’リーニソグテス1トφ判定結果とを

賂倉熱判定の一致章奪確謬して有効性を橡討した。11

　調査期間は昭和55年5月から57年3月までであるφし

『たがりて，まだ2歳代にあるものも多く，、今後の発達経

過を確認する必要性の残る子どもも含業れて1勢るφ．＝量
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　皿。結果

　1．初回の判定結果　　　　　　　　　　 ｝
　調査対象児のうち初向み判定で言語発津溝主常範囲内』

と判定され癒子ども以外・すなわち・スクリーニソグテ

ストの得輔野、ミ棚噸闘噸聖勉細恥．
領域だけでも平均値から■標準偏差だけ下め基準点に達

しない場合（正常範囲と判定されるカ㍉得点がスクリ

昌ソグ基準線上にあり，母親が心配を訴えたもの15名を

含む）を経過観察対象児にしたが，その燦現躍に表2の

通りである。

　調査対象児の14，4％，138名疹：経過観察の対象になっ

た。こ・れを男女別にみると』男児では19，ン7％，女児では

＆マ％が経過観察の対象にならておりlll出現率は男児の

方が高・’く，、一有意差が認あられる。 なお』1．経過観察対象児

138名め男女比をま5 こ男児7LO％一r女児2910％にな6て“

て，男児は女児の2喚倍になう：ている。一

D・はスクリーニソグテストのそれぞれの∫選別葵準京を

意味し・表中の数字はスクリーニソグテストの得点がそ

漕欝館骸恥納ものの人数である・癬。表出
　どもに正常範囲におるものが男児では82、1％，女児では

9214％きあり・，経過観察対象児でも理解または表出のい

ずれか一方が正常範囲にあるものが半数以上を占めてい

て・薯しい遅れを示すものは少数であることがわかる。

表4　男児の言語発達判定結果

理解

表出

而．菰鑓．計％

正常範囲
408 22 　1．　3　　3 43σ87．8

一1　S．D． 21 4 3　　0 28　5，6
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．．5S詠、D． 8、 7 3』 ・5 ・23　4，6

一2　S，D． 1 工 2 　6 10　2，0

計
％

8鍔』61§1調1 2慧i497、。。．。

表2性別による経過観察対象児の出現率 1

性別　　男 女 計

判定結果 　、　　N． ％　N　　、％　　N 　％

潅灘311 欝gl：橿ll：1

計一r
陣ゆ・46・ユ。α・lg57・・α・

表5 女児の害語発達判定結果

　　　 灘孟索
解．．　　　　範囲1

．〔1
S．D．

訪1話、計・ ％

正 常範 囲
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」・o虜 1・3

’3　7’1，5

9猛1薯／llll．。．嵩ン、、L野9繭

　一般に，言語発達は男児の方が遅い傾向があるといわ

脚て蹴防ろ7．リ「モx4テス奇作球に際し1で6奪料で

騨噸拶蹴励煙声こで碑語騨に遅舜
慰もの晦牌勢即醐励嫡づた・
麺期隼榊に1ゆ寧異第2・β子に桝マ

欄確糎物曝鞭麺もめ醸3であ挙・プ
辛や郷鴨』牌壁味酬多嘆め蹄騨力ζ早
噸麟麟≧層鱗もあ猟とこで雌輝鮒
鱒堺醗鰭テ呼多いといラ ¢幣か怖
，1表1街，：輿隼炉箪確よう峰過緯察対象児の出現率・

2，母親は遅れ示おると尾・ちボ正常判定された子ども

　 φ予後にういて 1・r” 1∵fC＝－一㌧（r・．㌃し

』r

初向あス クリ属土ソ グテス，碗行時醇 母親は子ども

め詫醸饒逮が愚・方混思う塾・う項に観1ラ 郷
たが，デストの判定結果をま庄常範囲とされた捲 のが144

名あった。㌧ヒの中で保健指導の予診時に母親から’こと ば

の遅れカ：あるようだという訴えが出て蜂・るものが7ブ名あ

』り）他は とr に心配を訴えてはし1・な㌔・し仁ン』 』1帰＝ 　『じ

　ヒの144名の内訳は衷Gめ遭リセ，こ男女別や出生順位

により出現率の差はな＝く・，・初め虻の手どもの場合に1． こと

くに ことぱの遅れ1を心配する傾向があ＝る・とをゴ“・乏濠㌔・己・1

衰6’ 蓮逃て略㈱違鯛遜蕪も萎

出生順位　　第1子 ∬，皿子

判定結果，． ［、N　％ N，％
こ1征瀞常6・範∫≦囲 『』

519 85．8　1300 85．2

∫経樋観：：察対象・』』86［こ14．2・、 521』14r8、

噛1鑓ll／』5・5L・・砿b／r352r・。α。

儀謹1男』卜女r卜・・計ヒ文レ出現率I

第1子
虹皿子、．

55　　　34
29・　．2段』

8σ｛覗14；㌘％ぐi《

755素．1（ 漢5唄％

』出窺剥r、血1秀1血1％』』エ44／似15ひ1％’

V　）”）壱1一㌔・’》・』、 一い

1．1調査対象児め言語発達4〉状態を，i初庫スクサじ二：γブ

テストの判定結果ぶら理解，表出の領域を関連ざせて激

たものが表4～5であるo表中の一1S．D．，一1．5S・

　＝ ・・r
、　』 　』． 　・　　■礼 　、 』■』 ／　r　 ノ　 ・・｝』阿』』ゴ、・ 、ン

』上記144名のスグリ←出ソグテ1ぎ寮得点の平均値を正

常判是された子どもの平均値乏此較ずる・とす 図．丁層2に

示した’よう忙男児・女児ども理解モ表出両面において下

まわっており，とくに表出面でその差は大、ぎ㌧話1｝これか
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「

望月他1；幼児の費語発達に関する研究

らみて，こ ズグリ戸ニソグ時点では他の子ンど為に比し言罪

発達が遅い傾向にあ惹こ、とほ明らがで蔚ごとばが遅いよ

『うだとV《う母親の1とらえ方は根拠のな悔ものでばないと

いう・ことカミで。きる6』1一

　これらの子どもにういてシr＝スクリ、←亀ソグテストでは

正常判定されたが，、その後の発達状態はどうなゐている

か保健指導のカルテから検討した結果，，・ こ1．σ』M4名中

114名については，1そiの後の来部や心理相談の判定によ

り購上の問題がない証が確認された。しかし鴻名

については多動， 人とがかわりが二もちにくいなど子ども

の行動上の問題や母親の育児態度あ る：瞬執母子関係に

問題ありとされて心理相談の経過観察の対象にな・づてい

るdまた，精神発逮上は間題なし1とされたが構音発達面

で未熟な もの4名』 心理相談を受診していないがま だ言

語に遅れがある 一よ うだというものが 3名あるo これらの

子どもは現在2歳代にあづて，今後どのような発達経過

を示すものか確認する必要性があるゼ

　　　次グリー昌ンヲテスト得点の比較（男児）一　図1
　　　　　理解．
　ユ8’

　　　　ノロ
’．

44　　で磯腿れ七いるとい5爵電
　　　　疋需騨定5“た郡　　

鷹

表出

、．／

』ミ／
1＝5既6 1；71二8 ．1こ5三i61；η＝8

図2　スクリ．［ニング褥点の比較、．（女児）

　18　　　理解・

11∫〆◇

　　　　〆　15　　／
A　　　　　　　・　㌧・

『14．

甜点

串齢

　　 表出

　．・…．ρだずF・

　　　ゾ
）ノ

．i＝5工＝6 i二7 1＝8■、 1■＝5136 1＝て 1＝8

・』なおジ 界クツーニソグテみト施行後，きまだ来部がない

えめ未確認のものが17名ある6

　ン3 ・経過観察対象児の予後．

・（1）初回判摩結果と予後

　ス．ク（．リ距帯ソ グテストの結果ヂ経過観察の対象になう

、た；ものが、 138名ある。 このう・ちの4Q4名は母親がごとば

の遅れを認めているが，残り、の34名は初回判定の時点で

1こ とばの発達はふつうであると考えていた。　，

“、157年3／月1の最終 fgllow　up 時点ま でに7理解・ 表出

の2領域ともその得点が正常範囲に到迷したものが99名

　（71，7％）あり，理解・表出のいずれか一方でも平錫値

樋｝ら1裸準傭差だげ下町蒸準恵〈一TrS・ 獄と表やす）・

に達していない1もの10名（7．・2％）1， 5標準偏差だけ下の

蕃準点（一4礁D臓槻燵鰭ゆb耀1
名’ 21マ0％）であるる

，疏範睡到匙∫いない纏a残20名瞭だ2：
　0～名：6の年醇輿1皆に南り ，』今鋒璽発達経過を見きわ

めな分ればならないが， 仮k，・一』L5S・D・の基準点に

達していないものを舗発達の理麺1持締しているもの

とする姻馨鞭多撰質・騨押％
に相当す横 』’ 　　　　　一』．

こ吻馳初ゆ妙慮塑赫冬卿離果潮
係づけて神も赫卸咳る卿回醐聯果を動
嫌中に・r嫌．f611GW血Pl嚇で“58麻り騨
点に達して瞭いゆ轍蝋即匙て勲る 言麟
猷持飾濾嫡麺もφは湖回φ綻で瑠適
出の二戴とも・一』飾＄測斑め段隣瞳味半弊

中し窃布している証のこと筋・理解破串P二領
域とも噸甑麟点晦醜、1擁塑
麹は雛する朧鰹麹曽’うこと力蝉鄭
1夘線碑海騨囲にあ御の中㌻，、4獅

　持続酌に遅潟を云レぞむ・る奉』いず塵も表串面りみ脅澤

れ砺次，・名搬漬舗瑠勲縢時融擁常
な発達を琴し燭疑㌍纏で解却と騨範

　協と判定された寮∫選別基準線上にあうた子どもφう ち．

・名澱終時爆嘩禅擁ヤている9勲子紬の
購髄をスグ並評身ス・ゆ得点捗樋≧＞そ

緬の睡榊蜘魎磯撃物鵯
登がうか蕨る砂ズ砺臥r．

、r
　・ また，初向判定セ裳出が正常範囲にあるもめの中でヂ

翻的に遅漉魂だ蹴，吻づ啓み行1動晦
≧諭嚇働ぎか麟麟鱒ご剃う煙纏

　点で共通性をもっているo　　　　　　ハ 　　　　》

　　表1　経過観察封象児の初回判定結果≧予後

　　　　　、、鰹壕騨蟹訳纏舞磐ン

　　M，し
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・（き・婆・ 5曹 一5ゆ
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五・剛　● oo

．r撫‘‘一・9．
。9

い経過観察対象児6初回芳ク喫．第モングテス・ト、の判定結

果と最終判定結果を関係づけて言語発達の予後を啄よう
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1図一31軽過観察対象児の初回判定と予後の関係．

初齢∵ r・ 1』 〔＝・ 　　（ 「342．5

一主soのグレン r

　．‘聴嚇 ＿　 ．、∵多∈3％
、、、．

　　　　　　　　　　　　　　3．4－
一： 鐙一プ 』　 ・69．o％辱・

’一 Sりのグ〃一プ

　‘麗■圏｝

一∵〔コ碑噸藝牙緩露11紬魔7動

とレ描夢鴎聯祝．塗 取　｝
初回判定で禦6拙噸励酵獅訪で も一ヌ

ls・？の騨点嘩しなか？魅吸ぴ欝線奥あっ
描鯛31名2』〔・！5S・Pt奉鞘嘩し如・？焼ρ

29多銘§愈り蝉群達瞭晒参も唖28櫛
9た茜の三群餅てぞ所押蝿絡嚇碑錦
果を欝脚塊セ番してあ苓。

、

∫塾趣グ㌍狸磯晦呼華匙潮め噂
餌木き蝉寿董畝．一1＄・恥幽銘聯2彩・
斗鴫P辺グ～レー ズセ聯吻塾》望β、P・の4砺

ブ軍町脇畝』吻テ、掴甥触緋齢為．高
1とが曾る醇縞騒殉聯摩、下1犠Pきり麟
病奪達して1い蟹τも・そり肇木攣ウ1聖常鯛F判達

ルて瞬酵麹鵜拶鴛秘・勢∋、712多・P・り

騨畔匙て瞭力、舜もの璽う騨塑懸鞘
醐定軍略s・P？華鯨嘩ヤ欝，わむ辮鰍
遷纏歩爆》・る・・

（孝）蒸常鯛に準し雌細蜘細ヒ施て』

1』騨縣り牌に勧嫡ぞの簿錐御醜縫し
たものは99名である・初回判鷲果と正常範暉畔硬

隣時期と糊連醗鰍紬，拶郵で麺・，，r婚
P‘グ～レ「ブでは2聯まで照柔礎単難蚤年常簿卑圏1に馴

達し鞠り譲体醜て解も，購醤鷲藤頻
ものの割合が大ぎいo
　　　　　　　　　　　　　ボ　ァ　　ぐヤ　

ゴ　 ペず　

　表8　初向判定と正常範囲爬到達’じ旋時期、、

諜1も㌔』劃r慧D．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

欝華灘』罐ヒ隷裂鷹1霧

未 一1、S．‘D．
、到　一1．5S』D，
、達 一2　S二（D．

ξ：謝ll翻ill講

・計パr－ 8・ 砿・129…1・：蝋α・11詑
エ・α・

　． 二初回の判定が豚．L．5Sl P，以下でかなり遅れがみ．られ

　たにもかかわらず正常範囲内に到達して“る30名のし中に

を漏』出生時体重が200Q陽 以下5名，・P蹴Q9以下2名y、計

・7名の低体重児が含まれている。また“発達経過をみゐ

二と・理解面では4歳6カ月以降2歳までの問に，・衷出面

　ではー2歳6か且まで⑳間に急激な発達を示したものが1そ

れぞれ10名ずつあづた6カ、久1、』’r・欧、

　、．正常範囲内に到達した経過観察対象児99名につ醗・てこ

初回スクリ声鞄ソグテスト施行時に行われた心理相談の

判定結果をみる払51名が間題あり、として一＼fo110w｛UPl

・ざれて溶り・・26名は間題な しと判定されズ．いる5残りの

22名はこの時点⑲心理相談を受けでいない5心理椙談で

問題みりと判定された・もめめ中でほ，、他がらの働きかけ

を無視する，人のいう池 とに反応を示さないなどめタイ

ペ占メな行動傾向を示すものが21名で最も多くi 全体的
に発達が遅》・ もの11名・∫　こ『とをまの遅れ10名，子1ど、もとの

交渉が少ないなど母親の接し方に問題があるもの 6名，

揚へ？不那蛎外の箕鱒麹解ン肝ソ蜥
ストと心騨勘綻とで囎点の鱒髄るカ：潅過
観察対象児のうち26名が問題なしとされているこiどは，

スクリーニソグ基準について一つの噸ξ，餐φとiこ：ろで

あろ殉＼　　　＼、＼、＼ト
　また，ス久．り一昌ソグテストの判定が正常範囲に到達

したため40110W　UPを打ち切ったケース画そφ肇果

処苓聯騨鱒伽動とゆ≧ξ麟曝．gq
名中69名にづし～てはその後の来部で発達上商題がな喚こ

とが翻趣奪殖 7律間題峨って瓢卿
23名は未確認砺る調験残し融茗あ易1擁対
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　人行動においてややかたよりを示し《おり，4歳時点で

の精饒騨査の結果D・Q・8・で晦他の6名瞬細

難震膓縦濃蒙謝驚讐詮1鷹
　　ヤゆ　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘヤ　　　ニしコも

2名鰍機鯵舗全体鍵でやや遅れのあ残の・
名・2歳で表出言語の遅れがあるもの1名，君語発達上

の簡蹴ない醐緬淋難薦娩齢嚇際
　これらの子どもたちは，直ちに言語発達の遅れと結び

り〕がない揚合もあ＝が母親はほとん＼ど問題意識をむち、でい

ないが，専門的な視点からみる1ど旨ミ亀詞ゲ→立§以活

動がスムーズでなかったり：∫’ 逮や興墜の餌だよりを有

しており・日常の接し方によっ』では蒋一1・ンナリ、デ．イのゆ

がみを生じる危険性をもつ子ども乏いえる6・道のような

瑳度O発達の遅れやゆがみについて壱象㌶母親の問題意識

一の有無ども関速して1♪母親から の問診では彪 握1ご砿に（く

い。また，母親ρ性格や子どもくの関心O程度によ：6て

繊信頼性の低い回答に接するごどもあジリ 二，．母親がらの情

一一 工34一
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表3　持続的な遅れを示した事例
1

ケース 性別 出・

順位』

最終時 初回判定 最終時判定
行　　　・動　　　　特　い　　徴

・年　齢 理解 衷出 理解 衷出

1 男 王 1■：．10 ◎． O 01 ◎ 対人闘係障審、母親の対応が悪い。

2 女 ∬ ，1：10 ・◎’ ◎ ◎ 』◎ 1歩行できず、全体的発逮遅帯。

3 學 1 1＝9
M ○

M ◎ ’foUow up中断、衰出面の遅れ。　　、

4 勇 1 2：0
○、’ 瓢 ◎ M 自分勝手で人の働きかけに応じない、母親の対応少ない。

5 男 1 2：3』 ◎ ○ ◎ ◎ 全体的な発達遅滞。

6 女 1 2：6
M ○ M ◎ 年齢とともに表出面のみ遅れが目立って来ている。

7 揚 ∬ 2；6 ◎
M O ◎

対人関係もちにくい。衷柵・要求の衷出少なレも母親の対応少ない。

8 男 工 2：6 ◎
M ○ ◎ 母との関係希薄。人の働きかけを無視する傾向。

9・ 毘 1 2＝6 ◎ ○ ◎ ◎ 母との関係希瓢人の働きかけを無視する。

10
躬 1 ’2：6『 ○’ ◎ ○ ◎ 1当初より全睡的に遅れぎみ。　’

11
郷 1 3：1 ◎ ◎ ◎ ◎ 情緒障艦母親の態度の改普により次第に好転ゆ2；0時D　Q弱　3；0時100　、

12
男 1 3：G ◎ ◎ ◎ ◎ 人の働きかけに対する反応少なレ）。．全体的タ遅れ ？ 　，

13
男 1 2 ；6 ○ ◎ O ・◎ ことばの刺激が入り樗くく対話不能。微綱運動未熟。 』、

14
男 1 2、；

10 o ◎・ ◎ ◎ 自閉傾向

15
男 工．

、3：0 ◎ ◎ ◎ ◎ 全体的な発達遅滞？　2：1時D侮77　母親のかかわり方少ない。

16
女

’1 311
◎ ．◎ ◎

M7 全体的な発違遅滞　2U時P　Q69　．

17
男 』工 3：0■ rM

巫 lM？
’◎ 1人のことばを聞く態戯｛な残全幽な発逮の遅れ2

18
男 皿 3；0’ ◎一 ◎ ◎ ◎r 醸炎鵬抗げ》・れん剤服用中る3｛0時DQ65’人の膿か1ナに晩妙♂

工9 男 Ir －3：0 ◎㌧ ◎1 ◎ 一皿 全体的な遅れ？

20
女 ・1 3＝0 ○ ◎ ◎ G・ ’全体的な遅れ？　かた・くななところがあり・対人関係の円滑さを欠：く3： 0時DQ71

2工 男・ II
3：rO ’◎ ◎1 o ◎ 自閉的傾向

22 r男 1 、3：10 ◎ ◎ －◎ ◎、 行動面は問題を感じさせないが、雷醗は理解’裂出とも遅い。　　．

23 ．男 ∬ 一3：gr
◎ ◎ lo』 『◎ 全体的な発違遅滞？12：6時P　Q鈴

24 ，女 「1 3』：0一 r◎r 1◎・ ◎ ◎ 行動的な解決能力はあるが曾詰面の遅れ？ 2；9時D　Q91

25、 女 H” ぎ：0 〇 ○、 』◎ ◎ ．全体的遅れ。身体発育も遅い。

26
男 1・ 3：1 ◎ ・．◎ o ◎ 自閉的傾向．． 母の間題意織薄いO

27
男 皿

31 0 M ◎
M ◎、 構音．欝文未熟、表出面のみの遅れ◎　　

28 女 1 3：2 ◎ ◎ ◎ ’◎ 対人関係の障魯2　対簾ぞきずオーム返し。3；2時DQβ3、

29、 ．男 皿 3：1
o ◎ ◎ ◎ ＄ξ0以後、急速の進歩をみ廃力～ 君晒遅れ53：5時D Q1阻　』

判定結果の表示　1’M締正常範聞　　○・ ・一
SD　　　◎”・r1．5SDr　◎・」・一2』SD

　、『

報に依存するという方法上の限界を否定することはでき　　果と子どもの行動特徴を表9に示し西。 　　』 ・二挙＝

ない。』．。，　　　　　　　1ケr撫4・5・25P燃く全員力Σ吻邸ク・リ懸
』（3）持鋤な翫を示廉飽縣児につ㌧・で　！グテ界職こ母働ら拙筆の遅れ灘え馳即

、、最終： fQllow　up時点で 一1．5S．D，基準点に到達して　 為。
』 　 　 　 r　r 』 　r 　

1． ゴ．

いないものが29名ある。最終 foUgW　UR：．の打切りをス　　、初回判定結果との関係は表～に示してあるよ：うに尻．理

’ク
リー蚤ソグデストが有効な：3歳としている．うえ，まだ　　解・蒙串リレ》ずれか一方でむ一2S．D，の基準点に達し

・3歳燵レていない子跳も含蝋て㌧・砿め，・この子．て肱囑のが16名・ 一工・5S・D・の騨点に逮し∫し’

齢焼を舗㈱児で麟と断定するこ とはできなないもの銘㌻初回力・らかな囎れ湘立ち鞭艦

卦。、しかし， 発達の過程でつまづきやゆがみを持ちやす遅擁示して いるものが多い・

好ども；で励、・、何らかの搬が腰好ども筋准・』裏た溜回の心酬談ではケース3を臨’て全員醐
考えられる。、最終時点のスグリーニソグテ内トの判定結　　題ありと判定されており，最終時点以後の判定季も未来

一1135一
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図4　ケース1工の発逮経過
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一
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　　生育歴＝’

　　葦娠・出産の経過は異常ないが・眼瞼下垂がある。1

　年後に妹が出生したため，・妊娠中祖母に預けるととが多

　かちたぎ そめ後母方桓母めス院・死去などが続きy母親

　鰍め麟雄癒醜を省みる心のゆとりがなから

　・たす異犀期からおとなしい子どもで2～3か月ごろにあ

　．㌣せば第匝反応ぼみちれたが，次第に無愛想になり表情

　が乏し、ぐ蓉ら売5（謡4Dごろがら人みしりが強く表われ

　 r（ぞれ以前に天湊しりは ない）新しい場や人になかなか

　こなきな斎ε』ま薦枇1操0 ごろにはバイバイ など動作の模

　倣があり、，呼びかむればFハオ」と返礁をし寿が， やぢ

　1な’くならミて しまら宅ヤ・‘る一と い：うる’ 記年る既往症はない

　添い偏食傾向がみよ“乙 r識礁は食べきせな牡れば食べ

図5　ケース20の発達経過；・『・

　　’『一…∵理解　… …… 』表出 ”1』 一 』…
　ド

び

業ぞIIIl孕1

5

得
庶

1零’

・所倣あ翻鷲蜘rス3 β・ 工娼 3制後に』畑騰嫌ても平蜘嬢魔ある乙』』

澗騨解瀧減妊騒を恥て働韻鋼題励』湘回』（・ ：の醐雛果と子どもの購
・と糀さ叔籾・・こり夢鱗陣身》1璽潔、リ 一・

一
ス丹r紗グチス柵点，、解8，．細：6，5

鷺テス小の糖麟翻定碕摩は離∴冠扇廟』れ・ゆ藤瑠舞反麟瞳 1
　　傭撮的な遅れを融2嘩駄昇瞳砿τ∵醗が） 』～～イバイな鋤作め勘協稿嚇の・・r

男児2第家児7聯り享概1零調麟欄6嬢灘鰍あ碕 瀞め騨臆く湊勲裟出嘘妻薦

『撫贈禦嬬鱗競1麗1勢r2甥糖餐璽嘩1鱗◇1
二餌鰺？て麺逸堕蒸言麟顔舜誓醜獲二轡寂父母と乏も緬接室に入らだが、・ 黙大声畑
類向瞳雛¢禦堕楓、∴．・ イ

r』 こ 擁凪嚇誌静まら麟1よ蝋働葡藤』
諏脇烈礁L拠マ狐．．羅鋒過碓纏ボ1童嚇，1磁勧撫を気敵時だ恵畑τ滋1ま ち癬、

』あ興勲拠漁物・｝・吋羅聾過を鮎玩具噛bを聯し畷緬帆：濠癒認1
一胤たも鍛施一い一一…・

一 一
・． 肖一煕寝ころぴ ミ吻rを嚇して緬・威．視繍射 1

’』一 僻ス11＞…一一
・一一…一一・

一
・∵…

・』ごう＝≧1止めてしまう・ 錐的燵れカ％、り』練蝋鰯．

』謙鑓羅羅継羅言礎壽灘≧1二毒灘辮辛皆噌管確鯉卜
『撰導 ＝父母≧の関係を深めるごξ々昂標ビ，・戸身体的擦

｝触のある運動遊びや， 木児が興味のあお1水遊がなどで相『

手をして喜びの体験を通して本児の要求をひき出すよう

に指示。

　2回（∫1・：』10） 　r・』：∴
、

こ11Y［ ン・1』｝｝’1嵩i1，

　スクリー晶ソグラスト得点7理解9，表出7乳パ燕1
　　「ぢょうだい〕’「いけま赴ん」・酢対す1る反応がいぐら

か明瞭になって来たことと，一時にブーぢい．・ ごとを云う

ようになった以外大ぎな変化｝まなむ・5 ll媛、・、

　構緒的にやや安定したようだがレ面接室への入室を拒

み』誘いかけると泣ヤ・て逃げて一しまう ので∫やむをえず

待合室で面接する。相談者が本児のそばに近づいて、も緊

張せず，話しかけると顔をみる よ うになる。、ボ÷ルを投

げてやると追いがけて拾うが投げ返さない6 絵本に興味

を示しレ自動車， 汽車》仮面ライ，ダジをじっとみつあて

・r－13◎
？
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し｝る がゲ零となから間いかけて電指寄し麟に蒐られな

いo

　家庭では母の相手を求める要求が出てきたが，ま起弱

く邸よ顔祖母に訂え、うg，面接場面でも相談者や他の子の

母親には再三抱きつ くがジ母ρ所（はあまり行かない。

　指導1、生活面での小さな変化を指摘して・・好転のきざ

しがあることを話1し，、父母の努力を承認し支持する。

　3回（2：0）
　スクリrそソグテ芥卜得点暁』理解1L 5，表出7、：、

r遠くにある物を指さして教えると見る ようにな ウ1， 物

を手潅してンrおじいさんに多げて」一rパ苓にあげて』に

反応を示すようになった。要求の表出は親の手をひゃば

るか泣いてぐずる。絵を指さしておとなにいわせようと

する傾向がみえて来た。親はことばの変化峠ないが性質

が明るくなったという。しかし，まだ不安が解消され

ず，痛いと部．不宍な毒きに親を零めず塚樗うずくまっ

て泣き， 親が少し強㌧》ご≧球で藝求しても泣ぎ出してし

まう。

　指導；教育，しつけΦ意図を出零ず接触を通して本人

を楽しませる生活に重煮を零・くこと，不安を示すときは

抱き彦げてやる奉どの接触を狸の方から配慮レて十分に

要求鵬こたえてや為ように指丞。

　4回（2”＝4）

不クリーそどグテ洛ト得点，理解12，・謙出7

　おやっ場面1で状況ξ結撲？けば∫「スプーソをもっ∫来

て」などに応じるマξが可能鵬取っ牽が£指さし反応嫁

みられず， 農とばにブrブの遜いうカも孝わせ よう≧し

て自動車を指さ して間恥≠＞け2てあ1云わないσ

　声をかけると後塗向い馬，ソァブァにうつぶせて しま

うが， 誘㌧）に応 じて遊戯室に入るζとがでぎた。しか

し，しばらくは玩具奪関心を示寄ずじっと動かないρ慣

池て来ると絵本を指さレて頭わせようとした鄭身ソク

ン≧何か描いて欲しレ・要求を豪わし，応じてやると嬉し

そうに第顔を見甘る。 ㌧

・糊神発達検査施行・M・A・＝116・ P・Q・＝65

　場きの適応や対人交渉1は徐タに好転レているが，全般

に遅れが目準ちガ指先の震戦！流灘などがあり運動機能

も遅れているo ・

　摺導 ：積極的に応 じてや りながら要求，活動性をかき

澤レていく萱と，’日常生活場面を活かレて本児に体験の

機会を与えて恥く．ことを指示6

∵ 5回　（－2：8）　． 　・r　』1 　　　　　監

スクリ』二 ソグテスト 得点，理解14，・ 衷出8ド

　問いかけに対し指さし反応が可能になり，　「一P…をち

．ようだい」に正反応を示すo ことばの表出はヒコ｝キ，

察カイタカイが増え輿澤けで親φあ鷺りが強くな為るr要

求はクXウZで示すか！：欲レいも礎は自分で持って来て

レまう爾で，・困るような状況準おかないと菟と球を云わ

な稜りで舜な恥かゼも？と勤果的な支珠曝なレ・か准ど観

Q訴えが多くなρ牽。 家澤う⑳中に入鯵走 り廻づズ遊

ぶ。・、

　指導…理解薗の発達がすすをで来て矯うので，理解言

藷を蓄積するようなつもりで働きかけるζと，遊ぴに伴

った擬声音で肇声を但がすζ≧ド隼活動作・：遊びの中で

微細運動Q発避をにがるこ豊を生活訓練会への参加をす

す珍 う。　！ 　．♪』、
，

　 6回（ミ ；
1）

、． 『．

　スクリーニソグテ冬．ト得点・．理解1亀5劉、豪出2g

　ことばが急速に進歩し時々二語文g表串が可能畔塗

る。・情緒力茎宋簿し謙悔も零り？二とル！ぐ来饗ポ面接揚面で

は！指示1こ麻Pて着緒亙謬簿導邸P塗なξ格脚D進歩iカ：認

袴う胞た。

　精禅発達橡奪捧行λ、雑 今ヌr・2 ヌ．45D，Q，＝77．

　母はやっ≧醤頭閑孫だ廓＃でき牟ようで・・母グい塾ば

適応上の間犀が目ぎ？て少塵く准？たと帆ラb』
「、

　指導＝3年保育で入園を考慮するよう指示し》園に対

しては今までの発達経過など連絡して特別な配慮を依頬

する。

　7回（ ＄ ： 6）「．1一． 吃1』、．ゴパ

　精神発達検査施行M』へ．う自3：・6D，Q。≡エ00．、，

はにかむが場への適応は問題なく， よく課題に応じ

る。．反応の鈍さがあ．り見通しに欠ける行動はあるが・二試

行借誤して何とかやろうとする意欲がみ1ら1れる・ こと

ば，微細運動，協応動作ではまだ遅れはあるが，本児と

　　　　　　　　　　　　　　びしては急速な進歩が認めら、れた。園でも他の子どもと比

較すると遅れており ，泣くこ≧が多いが，集団生活に支

障はなく喜んで通園しているという。

　’ごめケー不は乳児期から母子関係が希薄セあ1った、た

め，1惰緒不安b発達の遅れを呈したものと考え．ら れゐ

が，信頼関係の成立をはかるための父母の努力と・あいま

って，妹の成畏発達や集団生活への参加が好適な刺激と

なり，．発達が好転し促進された瑛例であり民早期指導の

効果が認められるo

　＜ケース20＞

　2歳3ヶ月で健診のため来部5始語は’1歳10か月で，

2歳以後語粟が増加せずレやン瓢．ネンネ詣ナイナイ，㌦

ワ・ソワ・ン，レ吟イの5語のみo理解はあるが籍の模倣がみ

られないとヤ・うすス クリー二：ソグデス蚤で経過観察対象

となる‘．ン・ ／・』』1． 　　　、　　　　、 　 ＝1忌一

　生育歴　　　　　　　　　　　　　ン
ゴ』 』’∵1ンニ｝
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妊娠・出産は異常なし6r6か月までおとなしく手がか

からない子だったが， 6か月セ父の転勤のたあ地方都市

ぺ転居した。・なれない土地セの生活セ母親の不安を反映

してか， 人みしりが始った頃から気むずかしくな鵜8

か月ごろには夜泣き力轍しく2時商あま眺抱いている

状態だった。1歳8か月の時，40度発熱しけいれんが15

分くらい続いた。・母親は無自でおとなしく，』子どもぺの

働きかけが少ない。 し　ロ 　一r γ

』初回（2＝13〉判定結果と子 ど1 め状態・

　スクダーニソグテスト得点，〕理解19，1』表出10。5

　ことばの表出は前記の5語gしかし，絵本など示して

問いかけても云わない。指さし反応は訂能で自分の体の

部位は力勤よ‘わかり・r舞でもi・ゆまり吻輔
rさすζとができ・る乙

　子どもは警戒的で視線があうと表情をこあぱらせて母

の後にかくれる。15分ぐら“経過し七慣れてくると顔色

をみながら物を投げ，玩具・つみ木を投げわらして笑

う。・入の働きかけに応じる態度がなぐジ不活晃だが自分

の思い通りにしようとする
，

かだぐなな傾向があり，母

の指示に抵抗する。ことばに注昔しすぎず， 生活，遊び
の経験を広げることを指示」汗、

　精神発達検査施行，l　M．A．胃r ご工Ol』51D．Q．＝83．．

　2回（2；6）
　スクリーニソグテスト得点，理解19，1表出1115

　場砕なれたためもあり，1表蒲が明るぐなり活発に動く

家でも行動面で積極性が出て来たという。楽しそうに遊

ぷが指示に対しては無視して合分勝手なことをする。強

1く働きかげるどいrやがる。』

　3回（2＝9）l　r』
rl

rJl∵』111

　　　　　　　ち．スク リ r甚 シグテ界ト得点さ理解20i5 表出16，5

　♪マ吋と呼ぴかけ，パイ∠§イダオブなど要求をことばで

衷わす。二語文が出現し5 語粂30シ40になるる

こ｝遊戯室のキ出ビ由が気に入弘、 傷宅時にも離さず母に

云いきかされても納得せず，一ご執要に取りに戻って来て泣

きわめくなrどぎき穿うけのなさが 目だつ0

　4回（3；．0〉　　：〆『’』

rスクリ 」ニシτグテメ ト得点』理解20．5 衷出19．

　気にいった絵本なら聞いているようになった。 二語文

は増加したが助詞は使えない。　　　　 ’

，本人の興味にあわせてやると対応的な行動が〔：どれる

が1 課題を無視して自分勝手にやりたいようにやる傾向

が獣鯨1人のV》う・ことに応じる態度が少ない。．小さい子

」を見るrと押したりつぎとばしたりし，おとなに対．しても

いきなり押しのけたりするなど，揚や人への適応がスム

ーズにいかない。　　 　　　　　　　　’1 1 ら1 　’

・精神発達検査施行l　Ml　A；≒2※L・5　D』Q∫71．・

　脳波検査で異常所見が認められる。

5回（311・10〉
『一 ゼ1L

次子が出生した5 揚ぺの適応は悪く恐怖心が強いレと

だわりが強く・なかなか気分転換ができないなど性格め

固さ，偏りがあり扱しr・にくい，ことばは 4～5語をらな

げて話すが早口で，尻あがりの特異な’イソトネージョシ

があり，同じバターソの質問が多い。

　精神発達検査施行Ml　A‘宰2：10．5　D‘Ql罵74

脳波異常が認められ』’全体的な発達の遅れを示した事

例であるo性狢的な固さカ：あるため扱し・に くく，適応上

の問題も残しているo

　く　

1V．ド考　察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　
■　　、

　11 言語尭達スクリーニングデス不の有効性

　並歳6か月時点を中心に言藷発達スクウーニソグチメ

トを実施して，選別された子どもについては母親に対ず

る助言により本後指導を行った。

・調査総数957名のうち経過観察の対象匠なったもめが

：138名（14．4％）あり， その”うちの白q名 （経過観察対象

児の7L7％）は，その後に爵いて正常範囲内め発達に到

達している。これをスクリーニソグによる指導の効果と

みることもできるが，個々あ子どもの言語発達上あ個性

・も考慮する必要があろち乙 正常範臨内に到達した子ども

め中に蹴較臨鯛で遅漉と旗レ晒るケ畝：も
多；くド言譜発達に遅れφある子ども1と1じ之ネグサ」乱シ

グする必要性のないもの淋含まれて㌧・たセあ’ろちヒをは

否定でぎない6ヒのように，・個々ゐ子著もめ蜷達をみた

場合スク リー ニソグによる助言指遵φ効果であおか1∴個

人差や亮達のリズムの問題と・し：て自無k遅れ奉解消され

たもφか判断することな不町能そあ）5うガしたがら七デ・

経過観察や助言指導6必要性た》づレ㌧て考える とぎ“選別

の視点は異なるが同時に施行された心理相談の判定を」

つの手がか』 とした」．ヌクリ”一ムソグテズトで選別きれ

．た子どものうち74％が心理相談でも経遇観案め対象1とさ

れてお・り，持続的に遅れがみちれ売亭どもも欧bb％1以土

の一 度を得ている。このことから，発達上間題めある

子ど1もをメクリ 』ニソグする’ごと溝でぎ七駆ると 考えて

よ・いであろうじまだ，』心珪相談そ経過観察が必要乏きれ

た理由に，マィペースで人とめかかわ珍が：むちばく心亭

どもが多いことや，母親の対応が適切でないケ冒スが少

なくないこと1からみて， 早期指導の必要性を認める こと

がでぎるム．ズン 』菌『
、一 』ツ』1、

玖♪ 1・1』，で、』

，言語発達スク リー再γグテス．トの凄後指導を実施して　
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その経過から，言語発達の遅れをもたらしている，子ど

もの発達や行動上の商題や，母子関係など環境的な間題

を早期に発見し，揖導・調整することによって・その遅

れを拡大しないぱかりでなく，カバーできる可能性が示

唆された。また，同時に母親の不安を解消し子どもに対

し好ましい交流をもたらす効果も少なくないといえる。

　2　スクリーニング基準【こつし、て

　今回ばスクリーニソグ基準として平均値から1標準偏

差だけ下の基準点を採用したが，選別された子どもは

M，4％で理諭的な数値と合致している。選別された子ど

もの発達経過をみたとき・一1S．D・のグルーブでは85

％が正常範囲内に到達していること，仮りに一1．5S．

D，の基準点を操用すれば経過観察を要するものの数が・

半数以下に減じることなどから，一1S・D・の基準点を

用いることはやや厳しい感がないわけではない。

　しかし，一1S．D．のグループにも最終的に一L5

S．D．の基準点に達しない程度の遅れを持続したもの

が6％存在する恋実や，発達上，多少の遅れやゆがみを

認めた時点で早期に母親の指遂を行うことにより発達を

好転させる可能性が大きいことなどから，子どもの健全

育成の立場にたてぱ一1S．D．の基準点を用いること

が望ましいと考えられる。しかし，地域の実状や選別の

目的（例えば重度の間題をもつものを選別するなど）に

よっては一1．5S．D．の基準点を用いることも有意義

である。

　3　母親の報告の信頼性について

　言語発達スクリー昌ソグテストでは，具体的な状況に

対する子どもの反応を具体的な例示を求めてとらえるこ

とにより，判定の資料として概して有効な回答が得られ

ている。しかし，中には母親の性格や子どもへの関心の

あり方からその回答の信頼性に疑問を抱く場合も少なく

なく，これによウ判定の結果が不安定になることも否め

ない礁実である。実際に母親からの回答では正常と判定

されながら軽度の遅れを残しているものが少数ながら見

られており，このあたりに母親の情報に依存することの

限界があるといわなければならない。

　この問題をカノく一することがテスト作成当初力・らの検

討課題であったが，テストの施行法で説明してあるよう

に，一定の状況下での子どもの行動を，具体的な例示で

求め，それを示された基準に基づいて判定するという基

本的な態度を守ることが震要である。母親から単に“で

きる”“できない”という回答を得て判定することは適

当でない。

　また，このように具体的な状況での子どもの行動を問

診することにより，母親に子どもの行動をみる場合の瀞

眼点を示唆したり，子どもとの交渉の場や方法に気づか

せる働きを果たすことができるので，言語発達の遅れを

心配する母親の指導のためにも有意義である。

v． 要　約

　保健指導部に来部した1歳6か月児を中心に言語発達

スクリーニソグテストを実施して，ことぱの遅れを有す

る子どもに対しては母親に助言指導をしながら発達経過

を確認し丸。

1　調査総数957名中，言語発達の遅れを認めて経過観・

察の対象になったものは138名（14，4％）であり，その

後正常発達範囲に到蓮したと判定されたものは9♀名（経

過観察児の71．7％）である。経過観察対象児の男女比

は，ほぼ713になっており，男児の方に言藷発達の遅

れが多い傾向が認あられた。

2　最終fo11σwup時点で，なお一1．5S．D．基準点

に達しないことばの遅れを示しているものが29名あり，

これは調査総数の3％（男児では4，4劣，女児では1．5

％）に相当する。

3　スクリーニソグテストの初回判定を，一1S．D．

基準点以下，一1，5S ．D．基準点以下，一2S．D，

基準点以下の3グループに分けて予後をみると，正常範

囲に到逮したものの割合は85％，69％，36％と差があ

り，一2S．D．基準点以下のグルーブでは持続的欺遅

れを示したものが50％を占めた。

4　スクリーニソグテストで経過観察の対象になった子

どもの74％は心理相談でも経過観察が必要と判定されて

おり，これらの子どもは他からの働ぎかけ’に応じにくい

傾向をもつものや母親の対応が適切でないもの湖みられ

たことから，早期指導の必要性があった子どもといえよ

う。

5　初回あるいは経過観察の過程で正常範闘と判定され

ながら，対人行動や言語発達に軽度の問題を残して駐る

と認められるものカ；数名あるが，母親からの情報に基・づ

くテストの方法上の限界を示すものであろう。

6　言語発達スクリーニソグテストにより経過観察を実

施してその成果から，子どもの健全育成という視点にた

てば一1S．D．の選別基準点を用いることが望ましい

が，重度の問題をもつものの選別には一1，5S．D．選

別基準点が妥当であろう。
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